
Case5 インプラント

矯正とインプラント



歯と歯の間にインプラントを入れるにはスペースがありません。



このようにCTでのシュミレーション
を行っても、天然歯とインプラントが

当たってしまいます。



歯と歯の間を拡大する矯正を行いまいした。現在は透明なマルチブラケットを

使用しています。



矯正治療後のCTです。
これで安全にインプラントが

できます。



歯と歯の間にスペースができて、インプラントを入れることができました。

歯肉が薄い場合は、ジルコニア（白い土台）を入れます。



仮歯をいれた状態の写真です。

仮歯をいれて歯肉がきれいになるのを待ちます。矯正治療後は歯の後戻りが起こります。

今回は後戻りしなくなるまで仮歯で経過をみてから最終的な被せものをいれることにし

ました。



最終的な被せものが入った状態の写真です。

このようにインプラントを入れるために矯正にてスペースを作成することもあります。


